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「かいれい」ハワイ諸島海域調査（ＫＲ－９８－０８，０９）における重磁力調

査結果速

Preliminary results of gravity and magnetic surveys of KAIREI Hawaii islands research

cruises (KR-98-08,09) 
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１９９８年８、９月に「かいれい」によるオアフ島北方海域および、ハワイ島南方海域における地形、地質調
査と合わせて、船上重力計と三成分磁力計、プロトン磁力計による調査を行った。今回はその内重力、磁力調査
結果を速報する。

１９９８年８月２４日から９月１９日にかけて海洋科学技術センターの深海調査船「かいれい」および無人探
査機「かいこう」による調査をハワイ周辺海域で実施した。本調査には地質調査所、東京工業大学、北海道大学、
静岡大学、岡山大学、ハワイ大学、米国地質調査所（ＵＳＧＳ）と海洋科学技術センターの研究者が参加した。

この調査主な目的は（１）オアフ ( O a h u )島北西方のヌウアヌウ地辷り( N u u a n u )の分布とその由来の調査、（２）
ロイヒ海山(Loihi Seamount)の地質調査と（３）ヒリナ地辷り( H i l i n a S l u m p )を主とするキラウエア火山( K i l a u e a
V o l c a n o )の南側斜面の地質調査であった。 この航海では昼間の「かいこう」による潜航調査やピストンコアやド
レッジによる採泥調査と夜間および昼間の一部において、シービーム２１１２による海底地形調査と同時に「か
いれい」装備の船上重力計、三成分磁力計とプロトン磁力計による調査を行った。

調査範囲はオアフ島北方海域（北緯２１°３０′～２３°００′、西経１５５°３０′～１５８°）とハワイ
島南方（北緯１８°2０′～　２０°、西経１５4°1０′～１５６°）で、前者にはオアフ島およびモロカイ
( M o l o k a i )島の北側斜面とそこから由来したと考えられる、ヌウアヌウとワイラウ地滑り(Wailau Slide)のほぼ全域
等、後者にはキラウエア火山の南斜面、東リフト(East Rift)の２０００m以深部とロイヒ海山の全域とマウナロア
火山(Muna Loa Volcano)の南リフト(South Rift)の一部等が含まれている。

今回はそれらの船上重力計およびプロトン磁力計による調査の結果を速報する。


